
平成26年度 三条市廃棄物減量等推進審議会 審議項目

１ 処理経費のあり方

前回（Ｈ２０年度）の料金体系見直し後、新清掃センターの供用開始等により、ごみ処理
に係る経費に変化が生じてきていることから、適正な手数料負担のあり方について、今後
のごみの減量化や人口動態等を踏まえた中で、審議していただくものである。

２ 事業系ごみの減量化方策等

事業系ごみの排出量は平成19年度から平成21年度にかけて一時的に減少したものの、
総排出量に占める割合が40％程度と高く、また、資源物も多分に散見されることから、減
量化・資源化を更に進める方策について審議していただくものである。

３ ３Ｒの推進について

ごみの発生抑制、再利用及びリサイクルの３Ｒを更に推進するための方策について審議
していただくものである。
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